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研究成果の概要（和文）：心理学や精神医学では、投影的描画や言語プロトコルが人格や行動の

全体的理解や査定のために用いられている。我々は、描画や言語プロトコルデータの客観性の

不足を補うために統計的画像解析と特異値分解の手法を用いることを提案した。我々は、大学

生や患者の心理過程を解釈するために樹木の描画と言語プロトコルを分析する新しい提案手法

を用いた。我々は、大学生と精神疾患患者の描画と言語プロトコルを分析し、特性不安、状態

不安、自己評定の抑鬱テスト、ベック抑鬱尺度、矢田部・ギルフォード人格テストなどと解析

結果との相関を計算した。結果は、画像や言語報告の統計的特徴と抑鬱が有意な相関している

ことを示した。 

 
研究成果の概要（英文）：In psychology and psychiatry, projective drawings and verbal 

protocols are used to assess an individual’s personality and obtain a holistic understanding 

of behavior. We proposed a statistical image and singular value decomposition analysis 

method to address the lack of objectivity in interpreting drawings as well as verbal protocol 

data. We used a new proposed method to analyze projective tree-test drawings and verbal 

protocols to interpret psychological processes of university students and patients. We 

analyzed verbal protocols and pictures drawn by  university students and patients with 

mental disorders, then correlated statistical properties of the analyses with scores from 

psychological tests, such as State-Trait Anxiety Inventory, Self-rating Depression Scale, 

Beck Depression Inventory, and Yatabe-Guilford Personality Test. The results suggest 

significant relationships among some statistical properties of the images and verbal 

protocols and depression. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
臨床の現場においては、クライエントに描画を

させ、その描画の特徴から、臨床的な診断を行う

ということがなされている（岩満他，2004）。しか

し、このような方法は、客観性が乏しいとの批判

がなされている。我々は、このような問題から、

描画の統計的画像解析の技法を開発して、描画を

行列としてみなして分解する方法を示し、精神病

院の患者や一般成人を対象に、研究を行ってきた

(Takemura, et al.,2005,2008)。しかし、実際の臨

床現場では、描画だけでなくクライエントの言語

報告も重要になる。言語報告も定性的なデータと

して扱われることが多く、描画の分析と同様の問

題を抱えている。描画と言語報告（言語プロトコ

ル）のより客観的な分析が必要とされる。描画と

言語プロトコルを同時に分析する方法の提案はこ

れまでに全くないく、このような分析法の開発は

重要であると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、描画と言語プロトコルの統一的
観点に立った分析法を開発し、その方法に基
づいて臨床社会心理学的研究を行うことを
目的としている。本研究では、調査研究で得
られる描画と言語プロトコルを同時に開発
する計量的方法を開発することを第一の目
的とした。また、開発した方法を用いて、臨
床場面での描画とそれに対応する言語プロ
トコルの計量的特徴次元と抑うつやストレ
スや行動指標などとの関連分析を行い、臨床
社会心理学的知見を得ることを第二の目的
とした。最後に、本研究で開発した方法をも
とに、精神疾患患者や社会的弱者への偏見解
消の処方箋を求めることを第三の目的とし
た。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、描画法と言語プロトコルの解
析法を新しく展開した。描画像は、スキャナ
ーを用いて計算機の画像に描画を取り込み、
画像をフーリエ解析、ウェーブレット解析、
特異値分解等を行った。また、言語プロトコ
ルも、単語の頻度情報から、同様の方法を用
いた、統合的分析法を開発した。 
 国内および海外の一般成人を対象者とし
て樹木法による描画と生活一般についての
言語記述を求める。この方法に加えて、ＳＤ
Ｓ，ＹＧ，ＳＴＡＩ、ＢＤＩなどの質問紙調
査を行い、社会や人間関係の社会的認知に関
する質問紙調査を行った。これらのデータを
まず、研究開発した分析法で描画像と言語プ
ロトコルデータを分析したる。また、描画は、
筆圧や描画の順序を把握できるペンタブ入
力装置を利用した。また、質問紙調査項目と
の関連性分析を行った。 

対象者として精神疾患患者や外国人に対
するイメージ画を描かせ、対象者についての

言語記述も求めた。また、対象地域での歴史
的文書の資料分析や 現地査も行った（図１，
２,３参照）。 

 

 

図 1 バウムテストの例 

 

 

図２ バウムテストの例 

 

 

図３ 人物画の例 

 

 
 特異値分解 

A を画像データの（M,N）行列 （M≧N）としたとき 



 

 

 

 

A = U                   V *          ) 

 

 

（Uは M次ユニタリー行列、Vは N次ユニタリー行

列 ）            

このように Aは U , 特異値の対角行列, V *の積と

して表すことができる。 

また（１）は（２）のようにも表すことができる。 

 

A  =            

    

これより j 番目の特異値をさまざまにとることによ

って、特異値によって分割された画像を得た。 

 

フーリエ解析 

フーリエ変換は 

 

F            ） 

 

２次元フーリエ変換は 

 

F 

                 

 

画像の離散フーリエ変換は 

 

 F 

 

で表せる。 

 

もとの画像に対して２次元離散高速フーリエ変換

を行い画像を得た。画像解析には MatLabR2009b を

用いた。 

 
 
 
 
４．研究成果 

我々は、描画や言語プロトコルデータの客

観性の不足を補うために統計的画像解析と
特異値分解の手法を用いることを提案し、そ
の手法が、ある程度尾、臨床的な観点からも
サポートできることを示した。また、描画と
言語プロトコールの多変量解析的に導き出
さる統計的特徴と実際の描画が関連してい
ることを導いた［表 1 と表 2 参照］。 
また、描画は、筆圧や描画の順序を把握で

きるペンタブ入力装置を利用して、質問紙調
査項目との関連性分析を行えるシステムを
作成した。言語プロトコルについては、自然
言語解析の手法を用いて定量的な分析がで
きるようにした。これらによって、描画と言
語プロトールを同時に定量的に分析するこ
とができた。これらの研究の成果は、国内外
の学会で発表されている。 
 
 

表 1  SDS, YG 性格検査と画像特徴量（濃度レベル

差分法）との相関  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2  SDS, YG性格検査と画像特徴量（濃度ヒストグ

ラム）との相関  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

SDS YG性格検査

抑うつ 抑うつ

ＧＬＤＭ左上0ﾟ

角度別2次ﾓｰﾒﾝﾄ 0.244* 0.240*

ｴﾝﾄﾛﾋﾟー -0.249* -0.24*

平均 -0.225*

ＧＬＤＭ左上45°

角度別2次ﾓｰﾒﾝﾄ 0.247* 0.242*

ｴﾝﾄﾛﾋﾟー -0.255* -0.244*

平均 -0.228* -0.233*

ＧＬＤＭ左上90°

角度別2次ﾓｰﾒﾝﾄ 0.243* 0.243*

ｴﾝﾄﾛﾋﾟー -0.250* -0.245*

平均 -0.233*

ＧＬＤＭ左上135°

角度別2次ﾓｰﾒﾝﾄ 0.243* 0.241*

ｴﾝﾄﾛﾋﾟー -0.247* -0.242*

平均 -0.227*

*p<.05, **p<.01.

画像特徴量

画像特徴量

抑うつ 劣等感

左上平均 0.235* 0.227*

左上分散 -0.233*

*p<.05, **p<.01.

YG性格検査
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